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昭和58年7月豪雨によ

島根県西部の山崩れ

る

と土石流

東元定雄･高橋裕平(中国出張所)

SadaoHIGAs亘IM0T0YuheiTAKAHAs且I

1.はじめに

中国地方は昭和58年7月20目から7月23目にかけて

梅雨前線による大雨に見舞われた｡この大雨は典型

的狂梅雨末期の集中豪雨で島根県西部を中心とし広島

県北部と山口県北東部を含む地域に死者･行方不明者

112人道路･建物･耕地･山林等の被害額(中間集計)

3416億円という大きな災害をもたらした.

この豪雨は7月20目一21目の継続的な大雨と23目の特

に激しい降雨とによって特徴づけられ総降水量は益田

市と三隅町で600mmを越した.このような降水量･

降水様式と強雨地域の地質的･地形的条件とが相倹っ

て域内の至る所で山崩れ･崖崩れ･土石流カミ発生し

災害を極めて大き狂ものとした､

地質調査所では8月はじめ災害の特に顕著であっ

た益田市から三隅町をへて浜田市に至る地域を中心に

災害予察調査を行った.ここにその一部を紹介する.

2.降雨および災害の状況

梅雨末期の昭穐58年7月20目から23目にかけて中国

地方に停滞した梅雨前線の活動が活発となり島根県西

部を中心とした地域は記録的な集中豪雨に見舞われた･
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第1図地上天気図

(大阪管区気象台1983)

58年7月29H3一手

第1表.58年7月20目一23目の降水量表

(目界24時単位m血)
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ミ1

第2宮レｰダｰスケッチ図

昭和58年7月23目3時広島レｰダｰ

(広島地方気象台1983)

参考資料

益田市役所

三隅町役場

7月20目10時一22目10時186mm

7月22目10時一23目10時448〃

計634〃

7月20目21時一22目21時114〃

7月21目〃一22目〃107〃

7月22目〃一23目〃412〃

計633〃�
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第3図絵降水量分布図

(大阪管区気象台1983に益田市役

所･三隅町役場の観測値を追加記入)

降雨の特に激しかった7月23目の地上天気図(第1図)

とレｰダｰスケッチ図(第2図)を見ると梅雨前線が山

陰沖に位置しその南側に島根県西部を中心に顕著な積

乱雲の発達があったことがよく分る･大阪管区気象台

(1983)によると7月22日夜から23目午前中にかけて

山陰沖を低気圧カミ通り南海上から暖湿な気流が前線付

近に強く流入したため局地的に強い雨をもたらしたと

のことである.

7月20目から23目にかけての総降水量は第1表と第3

図に示した通りで益田市から浜田市に至る地域から広

島県北部にかけての地域で500-600mmを記録し川

本瑞穂山口県須佐などで400㎜mを越した､

降水パタｰンは7月20日朝から21目深夜にかけての

継続的降雨と7月22目深夜から23目昼すぎにかけての

時に強い降雨とによって特徴づけられる(第4図).

7月20目一21目の雨は時間雨量50皿m以下であった

が約1目半ほぼ継続して降りこの間の降水量は島根

県西部および広島県北部で170-260m血山口県東北部

で180mmに達した.

7月22日夜半頃から23目昼すぎにかけての降雨は島

根県西部では時間降水量50-90㎜mの強い雨が数時間も

続くもので浜田では23目0時40分から1時40分の1時

間に91㎜m(1912年観測開始以来第1位)を記録し22目22

時一23目13時の降水量は351mmに達した.益田でも

6時から7時の1時間に90m㎜の強雨があり22目23時一

23目8時の降水量336mm(益岡市役所の観測では22目10時一

23目!0時の降水量448mm)を記録した.また災害の中

心地となった三隅町では町役場の観測で22目21時一

23目21時の降水量412mm時間降水量69mmを記録し

た.広島県北部と山口県東北部でも22日夜から23目午

前にかけて200mmを越す強い雨があった･

今回の豪雨による死者･行方不明者は島根県107人
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(松江地方気象台1983)
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山口県5人計112人であり鉄道･通信･ガス関係を除

く道路･建物耕地･山林等の被害額は中間集計でも島

根県3,147億円広島県152億円山口県億88円岡山県

25億円に達した.これらの被害はその大部分が島根

県西部で7月22目深夜から23目午後にかけて発生した

ものである.

7月20目から21目にかけての降雨は島根県西部と広

島県山間部で多い所で200mmを越し各地で崖崩れに

よる道路の損壊一中小河川の増水による床下浸水･水田

冠水などの被害カ油たが被害総額は大きなものではな

かった.

これに続く22目深夜から23目にかけて降った雨は強

雨地域では時間降水量50-90mm10-11時間に300-

400mmという激しい雨であった.このため強雨地域

の至る所で山崩れ･崖崩れ･土石流が発生し多数の死

者･行方不明者･負傷者を出し道路･鉄道･建物･耕

地･山林等に甚大な被害を生じた.また域内の河川

は土砂･流木を含む洪水流(土砂流)が警戒水位を大幅

に越えて流下し至る所で堤防の決壊道路･建物の流

失･損壊床上･床下浸水耕地の流失･埋没･冠水だ

との被害を発生させた.

第5図主要水系図

3.被災地の地形および地質

今回の豪雨による災害の特に顕著であった島根県西部

は標高800-1000mの中国山地の北側に位置し大部

分が標高250-400mの内陸山地と標高200m以下の海岸

沿いの丘陵地とから構成されている.標高250-400m

の山地には都野津面と呼ばれる小起伏面か発達しており

標高200m以下の丘陵地は瀬戸内面に対比されている

(藤原1977).この都野津面と瀬戸内面とは共に浸食

小起伏面であり小起伏地形を示す部分では一般に風化

作用が進んでいる.

域内の河川は第5図に示す通りでその主なものは周布

川三隅川および益田川でこれらは中国山地を源流と

し内陸山地と丘陵地を解析して日本海に注いでいる･

いずれも比較的広い集水域を持つカミ河道は狭く河道

際まで急傾斜の山地カミ道っている.その他に浜田川

岡見川沖田川津田川などの内陸山地に源流を持つ小

河川がある.これらも河道は狭く河沿いの山々は急

傾斜の山腹を持っている.

調査地域の地質は古生代の三郡変成岩二畳紀一三

畳紀の鹿足層灘白亜紀一古第三紀の花開岩一斑れい岩

類古第三紀の火山岩類新第三紀の安山岩類および久

利･川合層鮮新世一更新世の都野津層などから構成さ

れている(第6図)･

三郡変成岩は被災地域に広く分布する･主として

泥質片岩と砂質片岩とからなる･一般に風化が著しく

風化の進んだ所では片理面に沿ってすべり易く豪雨を

誘因として地すべりや山崩れを起しやすい.

鹿足層群は主としてスレｰト･砂岩･チャｰトから

たる地層である.一般には山崩れ･地すべりを起さな�
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第6図

地質概略図(島根県地質図1982を簡略化)

1:沖積層･新砂丘(完新世)2:都野津層(鮮新一更新世)3:久利･川合層(中新世)

4:新第三紀安山岩類5:古第三紀火山岩類6:白亜紀一古第三紀花闇岩～斑れい岩類

7:白亜紀流紋岩類8:鹿足層灘(二畳紀一三畳紀)

いが風化が強く地形が急峻な場合は崩壊を起す.

白亜紀一古第三紀の花開岩一斑れい岩類としては三

隅町岡見付近の花筒閃緑岩体浜田市南方から三隅北方

にかけて分布する石英閃緑岩一斑れい岩体などがある.

いずれも完晶質の岩石で風化するとマサ化する.ま

た両岩体共長石としては斜長石が多く有色鉱物も

かなり多いのでマサ化した場合赤褐色粘土状を呈す

ることが多い.

古第三紀火山岩類は安山岩質溶岩同質凝灰岩デ

イサイト～流紋岩溶岩および同質凝灰岩から構成されて

いる.一般に凝灰岩からなる層が溶岩よりも風化され

やすい.

新第三紀安山岩類は浜田市周辺に分布し安山岩溶

岩と同質凝灰岩からたる.風化して赤褐色粘土となる.

久利･川合層は泥岩･砂岩･礫岩からなる中新世の地

9:三郡変成岩(古生代)

層で益田市付近に分布する.泥岩は粘土化しやすく

粘土化すると地すべりを起しやすい.

都野津層は主として礫層から衣ゆ砂層と粘土層をは

さむ.本属は固結度が低く崖崩れ･山崩れを起しや

すい.

4.斜面崩壊･土;百流の状況

益田市から三隅町をへて浜田市に至る地域では至る

所で山崩れ･崖崩れ･土石流カミ発生しているが基盤の

地質によって崩壊の様式･規模･密度土石流の発生

状況などに多少の相異カミある.

三郡変成岩地域の崩壊

写真1に三隅町鹿子谷付近の三郡変成岩の崩壊の状況

を示したが弾雨地域の三郡変成岩は至る所で山崩れを�
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起し土石流を生じている.三郡変成岩の崩壊

は一般には表層滑落型で小規模のことが多い

が一部では大規模崩壊も見られる.表層滑落

型崩壊は写真2のように谷沿いの崩土･風化岩

が滑落するものと写真3のように山腹の表土･

風化岩が幅広く滑落する場合とがある.全体的

には沿谷表層滑落型崩壊が多数を占めるカミ写真

1からもわかるように広幅表層滑落型の崩壊もか

なりある.表層滑落型崩壊は谷頭部または山腹

の上部から始まることカミ多いカミ斜面中腹または

下部で発生することもある.三郡変成岩の片理

面との関係について見ると滑落面が片理面にほ

ぼ平行狂流れ盤崩壊も両者の便斜カミ反対方向の

受け盤崩壊も見られる.また両方の中間の場

合すなわち片理面の走向と滑落面とカミ斜交す

る場合もある.

三郡変成岩地域の大規模崩壊の例としては浜

田市穂出町中場三隅町須津益田市下種町川下

があげられる.中場地区では高さ約140mの写真1

山の北斜面(傾斜角約40｡)が高さ60m幅60mに

わたって崩壊し山裾から160m離れた周布川堤防近く

まで土石流を押し出している(写真4･5).崩壊面は

円弧状をなし崩壊部の厚さは最大20m程度と推定され

る･崩壊面の上半部は三郡変成岩(泥質片岩)下半部

は石英閃緑岩から構成されており両者の間には走向

70.E傾斜10.Sの弱線が認められる.崩壊時にはこ

三隅町鹿子谷周辺ろ三郡変成岩の扇環状況{(アジア航測撮姦)

写真2三郡変成岩の谷沿いの崩壊(三隅町石田)

の弱線から噴水があったとのことであり調査時も湧水が

あった.泥質片岩の片理面は走向N60.E傾斜38.S

でいわゆる受け盤となっている.崩壊面に露出する

岩石は黒色片岩も石英閃緑岩も風化して脆弱化してお

り特に両者の境界(弱線)近くでは風化が著しく割れ

目がよく発達している､崩壊の原因としては深層風

化した岩石からなる急傾斜の山腹(崩壊前は周りの山腹よ

り少し高く尾根となっていたといわれる)に浸透した雨水と

弱線を通ってきた地下水とによって風化岩のせん断強

度が減少したためと考えられる.

須津地区では幅30m高さ301nの範囲の厚さ3-5

mの部分が崩壊している.この崩壊は流れ盤崩壊で

写真3三郡変成岩の広幅斜面崩壊(三隅町岡見)�
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走向N80.W傾斜42“の片理面に沿ってすべっている.

崩壊面は大部分泥質片岩か≒なり中央部を幅3㎜の珪

長若々脈が横切っている･崩壊を起した斜面は傾斜角

40-45､厚い風化岩から構成されており以前から

不安定な状態にあったと考えられる･それが今回の豪

雨まで崩壊しなかったのは片理面を持たない珪長若々

脈カミ中央部にあったためであろう.

益田市下種町川下では幅70m高さ60m厚さ最大3G

mの崩壊が見られる(写真6).この崩壊は山L位の古第

三紀安山岩層との不整合面近くの三郡変成岩中で起った

もので不整合面近くで風化カミ特に強かったことが最大

の素因と考えられる.

その他浜田市吉地町では地すべり性の崩壊カミ見ら

れる(写真7).この崩壊は流れ盤崩壊である.この

崩壊斜面の下部では以前から大雨の度に湧水があっ

たとのことである.

写真4浜田市穂出町中場の崩壊現場遠景

土石流は山裾から160価の堤防際まで達している

花闇岩一斑れい岩地域の崩壊

一般に花開岩類はマサ化していることが多く崩壊を

起しやすい･三郡変成岩に比べると崩壊の頻度は全体

としては低いが崩壊が密集して発生していることも多

い.崩壊は表層滑落型のことが多く谷頭部から発生

していることが多い.しかし山裾部で小規模な山崩れ

が多発している所も見られる.花筒岩地域の山崩れで

はマサ全体が十分な雨水を吸いこんでから滑落するの

で流動性の強い土石流となることカミ多い.

写真8は三隅剛謁見の源目ヨ山周辺の崩壊状況である.

規模の大きいものが多く土石流とたっている場合カミ多

い封写真9は比較的傾斜の少い(20擢度)谷沿いに崩

壊カミ起り土石流となっている例である.写真10と11

は山崩れが多発している例で一方は急傾斜の山腹の頭

間部から発生した表層滑落型崩壊で他方は山裾の急斜

面で発生した広幅滑落型崩褒である.

写真5中場地区の土石流の先端部

写真6三郡変成岩の大規模崩壊(益田市下種町川下)

竹(上)や岩塊(石英閃緑岩1.5m×1.5m)岩片

泥などからなる�
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第三紀火山岩地域の崩壊･土;百流

古第三紀の火山岩地域でも新第三紀の安山岩地域でも

多数の山崩れが発生している.写真12からも分るよう

に三郡変成岩のように全域で万遍狂く崩壊カミ起るのでは

ないカミ多い所では密集して発生している.火山岩類

は溶岩と凝灰岩層とから構成されているカミ溶岩は凝灰

岩に比較して風化作用に対する低抗性が大きい.従っ

て溶岩は凝灰岩層に比べると山崩れを起しにくい主い

える･このことが第三紀火山岩地域の崩壊密度の粗

密の原因と考えられる.

第三紀火山岩類のなかでは安山岩質凝灰芦ダ分布も仙,

広く崩壊を起しやすく土石流と狂りやすい･安山

岩質凝灰岩の崩壊はふつう表層滑落型で写真13のよう

に谷沿いに崩壊する場合と写真14･15のように山腹の

“しわ"(凹凸)とは無関係に幅広く山腹が崩壊する場合と

とがある･また安山岩質凝灰岩は深層悪化していて

十分な雨水を吸い込んでから崩壊するためか流動性の

高い土石流となることが多い(写真14･15･16).

写真12古第三紀火山岩類の崩壊状況

(益田市木部町アジア航測撮影)

安山岩溶岩と凝灰岩層とが互層関係にある場合は凝灰

岩層のみが崩壊している例が多い(写真17).

久利･川合層･都野薄層地域の崩壊

久利･川合層は固結度が低く風化して粘土化しし

ぱしぱ山崩れ･地すべりを起す地層である.都野津層

はさらに固結度が低く崩壊しやすい.久利･川合層

は益田市周辺に分布するが至る所で表層滑落型の崩

壊を起している(写真18).また都野津層でも至る所

で表層滑落を起している.

不整合面付近の崩壊

不整合面付近では一般に下位の地層は強く風化され

写真13第三紀安山岩類の谷沿いの崩壊(益田市大谷町)

写真14第三紀安山岩類の広幅斜面崩壊

(益田市大浜町復建調査設計提供)

写真15第三紀安山岩類の崩壊(益田市大谷町)

広範囲に崩壊が起り土石流となって田･畑を埋め

ている�
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写真16第三紀安山岩類の崩壊とそれに伴うニヒ石流

(益田市大浜町復建調査設計提供)

写真17第三紀安山岩類の崩壊

(益目日市下種町川下)

上部の安山岩質凝灰岩が円弧状

すべりを起して滑落下位の安

山岩溶岩は崩壊していない

写真18新第三紀久利･川合層の崩壊

(益田市遠田町上遠田復建調査設計提供)

ておりそれを覆って礫層が発達することが多い.そ

のため不整合面に地下水が浸透し崩壊を起しやすい.

調査地域では三郡変成岩と第三紀火山岩層との不整合

面(写真20).三郡変成岩と久利･川合層及び都野津層

との不整合面(写真19〉で崩壊が起っておりいずれの場

合も崩壊は不整合上位の地層から始まり下位の地層

をまきこんで滑落している.

5.あとがき

以上のように島根県西部では昭和58年7月豪雨を

誘因として多数の山崩れ･崖崩れ･土石流が発生し

地域社会に未曽有の人的･物的被害を及ぼした.その

主原因は予想を上回る局地的な集中豪雨にあることは明

らかである.

一般に豪雨･融雪水に伴う山崩れ･崖崩れなどの斜面

崩壊や土石流は突発的に起こり予測が困難であると

益田市飴件付近の斜面崩壊

上部の久利･川合層から崩壊が起り下位の三郡変成

岩をまきこんで滑落している

写真20不整合面付近の崩壊(益田市下種町川下)

不整合面(点線)の上位は古第三紀安山岩層下位

は三郡変成岩�
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いわれている.しかし今回の調査から判断すると

崩壊は地形的･地質的必然性を持つ所で発生している.

この事実は市町村ごとに詳しい地質調査を実施するこ

とによって必要な対策がある程度たてられる可能性を

示している｡しかしその対応に当っては大規模な組.

織的調査が必要である.

崩壊発生の確率の高い所としては風化の強い三郡変

成岩･凝灰岩類マサ化した花開岩久利･川合層都

野津層から構成される急斜面の下部不整合面の近くの

急斜面の下部があげられる.一般には谷や小沢の出口

付近は危険であるが風化の進んだ三郡変成岩や安山岩

質凝灰岩類からなる急傾斜の山腹は谷や沢の有無にかか

わらず崩壊の可能性が強い.そのような場所に家屋等

の保全対象物がある場合には詳しい地質調査を実施し

た上で適切な防災工事を実施する必要カミある.

写真21は民家の裏側には硬い岩盤が露出していたが

上部の風化岩(マサ)カミ土石流となって流下し民家1戸

を押し潰し3人を死亡させた現場である.写真22は

急傾斜の山腹の幅5m長さ5m厚さ50cm程度が土石

流とたって民家の1階部分に流入し3人を死亡させた

例で土石流の恐ろしさを如実に示している.このよ

うな実例からも分るように崩壊カミ小規模であっても

土石流となった場合の破壊力はすさまじい.斜面崩壊

対策の立案にあたってはこの点も十分考慮に入れてお

二くべきである.

今回の災害予察調査にあたっては現地の市町村役場ヨ

浜田淵侯所広島地方気象台などから多大の協力や資料

の提供をうけた･また復建調査設計株式会社からは

災害状況に関する資料や写真の一部を提供して頂いた.

またアジア航測株式会社からは空中写真の本誌掲載に

写真21川本町中三島の崩壊現場

上部のマサ化した花開岩が円弧状崩壊を起して下の

民家を直撃3人死亡･民家裏の崖には堅硬な岩盤

が露出していた

ついて快諾して頂いた.ここに各位に心からの謝意を

表する.
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風化した安山岩質凝灰岩5mx5m厚さ50cmカミ崩れ約5m下の氏家を直撃し

5人を生埋めにした(3人死亡)�


